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エントランス 休憩室

■工　事　名　称：葛西トラックターミナルＡ棟（仮称）建設工事
■施　工　場　所：東京都江戸川区臨海町四丁目３番１号

葛西トラックターミナル内
■発　注　者：日本自動車ターミナル株式会社
■敷　地　面　積：，㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：ＲＣ・Ｓ造
■階　　　数：地上５階、塔屋１階
■Ｃ　Ｍ　ｒ：株式会社山下ＰＭＣ
■設　計　者：株式会社大林組一級建築士事務所
■工事監理者：株式会社大林組工事監理一級建築士事務所
■施　工　者：株式会社大林組東京本店
■工　　　期：年４月日～年７月１日

　このたび、東京都江戸川区臨海町の葛西トラックター
ミナル内で整備を進めてきました「ＪＭＴ葛西Ａ棟」が
７月１日に竣工しました。同施設はＥＣ業界大手のアス
クル株式会社様専用のＢＴＳ型物流センターとして建設
し、供用を予定しております。
　葛西トラックターミナルは、湾岸エリアに位置し、都
心へのアクセスに優れた時間日稼働可能な立地で、
近接する首都高速道路や東京港を利用した陸海路の輸送
手段との連携が可能です。
　中でもＪＭＴ葛西Ａ棟は、免震構造の採用や時間稼
働の専用の非常用自家発電設備の導入など災害時におけ
る事業継続性を担保する施設となっております。
　さらに、トラックターミナルは東京都から災害時にお
ける物資輸送の拠点として広域輸送基地の指定を受けて
おり、アスクル様には、トラックターミナルの立地的な
魅力や災害に強い機能性を高く評価していただき、入居
を決めていただきました。
　結びに、優れた設計力、技術力で高品質な施設設計に
ご尽力いただきました株式会社大林組様をはじめ、工事
に関わられた関係者の皆さまに御礼申し上げます。

　本施設ＪＭＴ葛西Ａ棟は、日本自動車ターミ
ナル様が葛西トラックターミナル施設内に建設
するアスクル様専用の延べ面積約．万㎡のＢ
ＴＳ型の物流施設です。ＢＴＳ型を生かし、計
画初期から合理的な防火区画や必要諸室の配置
などテナント要望を反映した設計といたしまし
た。
　建物構造は、柱をＲＣ造、梁をＳ造とするこ
とで、大スパンによるフレキシビリティの高い
マテハンレイアウトの実現と経済性を両立して
おります。
　ＢＣＰの観点では、地震による荷崩れの防止
や従業員の安全性を確保するため、免震構造と
しました。さらに災害時の事業継続を維持する
ため、非常用発電機を設置し時間の電源を確
保しております。
　本施設で働く方々に対しては、眺めの良い食
堂をはじめ、各階に休憩室を設けるなど、共用
空間を充実させました。またニューノーマルと
しても、密にならない明確な動線計画や換気窓
の設置など安心安全な施設を目指しました。
　環境配慮に対しても、ＣＡＳＢＥＥ認証Ａラ
ンクを取得可能な計画といたしました。
　正面ファサードは、ＪＲ葛西臨海公園駅や首
都高湾岸線からの景観とＣＩを意識し、金属パ
ネルと横連窓で構成したシャープなデザインと
なっております。

スロープ ２階倉庫


